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自らにとっての意味を確定していく家庭科での学び

    ー か か わ りの 場 の 構成を めざ して一

学位論文内容の要旨

  本論文は、家庭科の授業において学習者が どのように教材と向き合い、また他の学習者

と相互作用を展開しながら教材の理解と学習 を形成しているかその微視的な過程を相互作

用分析の手法を使って明らかにしたものであ る。学校教育としての家庭科教育は、日常の

生活（家庭生活）が学習の対象となっており 、現実の家庭の中にある具体的なモノとの関

わりを通してモノの意味や生活の在り方を問 うという実践的な意味を伴った教科である。

しかし、それ故に家庭で体験していることや 学んでいることをわざわざ学校教育の中で学

ぶ必要があるのかという家庭科教育の存在意 義に関わる問題を抱えている教科でもある。

あるいは、逆にそのために家庭科教育ではと もすると、技術としての方法や抽象的な知識

に還 元さ れた 内容を教材として用いら れる授業が少なからず見られるのが現状である。

  本論文では、家庭科教育が本来的に目指す べきものと位置づけられている「実践的な能

カの育成」は、学習者が対象を一般論として ではなく自らの生活に引き寄せて対象を捉え

ることで可能になると考える。そのためには 、対象との身体的関わりも含めた意味の捉え

直しの活動を積極的に授業の中に位置づける ことと、学習者一人ひとりが生活の中の活動

とその意味を当たり前として思い込んできた ことを授業の中で他者と関わり、他者からの

新たな視点と意味づけを知ることによって生活の見直しの機会を与えることが必要である。

こ こ に 学 校 教 育 と し て の 家 庭 科 教 育 の 存 在 意 義 を 持 ち 得 る と 考 え る 。

  本論文においては、家庭科での個々の学習 者の学習と学習者間の相互作用による学習展

開を捉えるための理論的枠組みとしてヴィゴ ツキーの教授・学習理論の可能性を検討した

上で、実際のいくっかの家庭科の授業におけ る学習者の学習過程を分析した。そこから、

家庭科における学習の過程を分析・説明する ためのモデルを構成し、それに基づぃた授業

構想とその方向性を提示することを目指した 。本論文は序章と終章を含めて10章で構成さ

れている。

  第1章では、こ れまでの家庭科教育の現状について批判的検討を行い、 問題の所在とそ

の解決のための方途を論じた。この章では、 これまでの主要な家庭科教育についての研究

とその動向について、実際の授業の事例分析 と授業構成案の内容分析を交えながら多くの

家庭科教育の実践が学習者自らの生活課題を 再考する内容になっていないことを明らかに

した。これらの考察から家庭科教育の課題を 析出し、本論文全体の研究課題を提示した。

  第2章では、学 習者が自らの生活についての理解を深めていくことを目 指した家庭科教

育における学習と理解過程を捉え、理論化し ていくための枠組みとしてヴィゴツキーの精

神発達理論を位置づけ、その理論的説明の可 能性を論じた。ここでは、特にヴィゴツキー

が指摘した「即白―対他―対自」という三つ の学習活動とその変容の過程に注目し、学習

者が自らの生活経験を再認識し、また家庭科 の授業における学習変化を説明出来る理論と

して位置づけ、この後の章で取り上げられて いる授業分析と解釈のための理論枠組みを提

示した。

  第 3章か ら第 6章では、上記の理論的 枠組みに基づぃて複数の家庭科の授業実践の分析

と解釈を行った。
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  第3章では、身近な食材のーっである玉ねぎに対する認識変化の過程を実際の調理体験
と他の学習者との間の議論を通して明らかした。これまでの家庭科教育の食生活の授業で
は、調和の取れた食事や栄養についての一般的な理解の形成が中心であったが、調理体験
による食材との身体的関わりによって対象への実感的な理解を促す授業を創造することが
出 来 る こ と を メ ル ロ 〓 ポ ン テ ィ の 身 体 論 を 援 用 し な が ら 論 じ た 。
  第4章では、「靴下のたたみ方」の小学校の授業実践を分析した。「靴下」のたたみ方や
収納の仕方は毎日の生活ではありふれたことで、取り立てて意識されることがないもので
ある。だが、そこには各家庭や個人に特有の「たたみ方」の違いや、生活の便利さについて
の意識の違いが存在している。この「たたみ方」の違いにみる長所短所を授業の中で吟味
し合うことで、衣生活と物が持っている意味、それらへの関わりを再認識する機会になる
ことを明らかにした。
  第5章では、衣生活の授業実践として、単衣長着（浴衣）の製作活動を取り上げた。こ
こでは、製作実習として技術指導とその一方的な受容が中心になりがちであったものに代
わって、学習者の効果的な製作活動を支えていくような認知モデル（ミチチュアモデル）
を提示することによって学習者の自主的、意欲的な製作活動を可能にすることを示した。
製作という実践的な活動を支えるためにメンタルモデルが有効であることを明らかにした
が 、 こ の 結 果 は 家 庭科 教 育 に 限 ら ず 広 く 教 育 実 践に 応 用 可 能 で あ る 。
  第6章は、学習指導要領でも位置づけられている家庭生活と家族の問題を扱った授業の
分析である。ここでは、これらの問題を一般的な知識レベルではなく、学習者自らにとっ
て家族とは何であるか、あるいは自己と家族との関係をどう考えているのかという問いと
して設定した。個々の学習者が家族の問題を問い直していくきっかけがグループ討論の中
で生まれてくることを大学生と中学生を用いた授業の会話分析から明らかにした。特に、
ここでは学習者自身の問い直しが自己内対話として起きており、さらにこの声を他者が相
互に聞き合うことによって学習者間で相互影響が生じている事実に注目した。これまでの
授業の会話分析では注目されることのなかった自己内対話が「っぶやき」として外言化す
ることで学習者の中でこれまでの自己の考えを見直していくいわば相互触発の場が生まれ
ていることを明らかにした。
  以上の授業実践の分析と理論的検討を受けて、第7章では、学習者自らの生活について
の理解を深めていくことを可能にするものとしての家庭科の学ぴの全体像を示した。
  第8章では、学習者の生活経験とその意味の捉え直しを促す家庭科の授業の構成と具体
的な授業実践のあり方を提示し、さらに授業者と学習者の関係性についても検討を行った。
  本論文の各章では学習者の学びの視点から家庭科を学ぶ意味について再検討を加えたが、
終章では、結論として、家庭科における教科としての独自の役割と意味を持ち得ることを
述べた。
  第3章から終章までは、具体的な授業実践の分析と授業構成のあり方について検討し、
家庭科では、人間は具体的な生活経験に根ざしながら、道具やモノとの関わりを通して活
動を展開し、その中から生活に結びついた学びをおこなっているという人間の本源的な学
びが実現されていることを示した。そして、この本源的な学びを日常の生活経験という狭
い範囲を超えて科学的知識とその視点から体験の意味を問い直すことが可能になっている
ことを主張した。ここに家庭科という教科の重要性とその役割があることを確認した。
  本論文全体を通して、これまでの家庭科教育の研究では十分に検討されることがなかっ
た学習者の学習対象やモノとの身体的関わりを通して学習が形成されていく過程や、他者
との相互作用による相互影響過程による学習の見直しとその深化過程を詳細な授業過程分
析によって明らかにした。
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白らにとっての意味を確定していく家庭科での学び

    ― かか わり の 場の 構成 を めざ して ―

  本論文は、家庭科の授業において学習者がどのように教材と向き合い、また他の学習者

と相互作用を展開しながら教材の理解と学習を形成しているかその微視的な過程を明らか

にしたものである。家庭科教育は日常の生活（家庭生活）が学習の対象で、現実の家庭の

中にある具体的なモノとの関わりを通して、モノの意味や生活の在り方を問うという実践

的な意味を伴った教科である。だが、それ故に家庭で体験していることや学んでいること

をわざわざ学校教育の中で学ぶ必要があるのかという家庭科教育の存在意義に関わる問題

を抱えている教科でもある。あるいは、家庭科教育ではともすると、技術としての方法や

抽象的な知識に還元されてしまう授業が少なからず見られるのが現状である。

  著者は、家庭科教育が本来的に目指すべきものと位置づけられている「実践的な能カの

育成」は、学習者が自らの生活に引き寄せて対象を捉えることで可能になると考える。そ

のためには、対象との身体的関わりも含めた意味の捉え直しの活動を積極的に授業の中に

位置づけることと、学習者一人ひとりが授業の中で他者と関わり、所与の家庭生活を見直

し、他者からの新たな視点と意味づけを得ることのできる機会を設けなくてはならない。

著者はここに学校教育としての家庭科教育の存在意義を持ち得ると主張する。

  本論文では、家庭科での個々の学習者の学習過程と学習者間の相互作用による学習展開

の過程を捉えるための理論的枠組みとしてヴィゴツキーの教授・学習理論の可能性を検討

した上で、いくっかの家庭科の授業における学習者の学習過程を分析し、理論化を行った。

  第1章では、これまでの家庭科教育では、学習者自らの生活課題を再考する内容になっ

ていないという批判的考察を行い、問題の所在とその解決のための方途を論じ、本論文の

研究課題を明確にしている。第2章では、家庭科教育に特化した学習過程を理論化してい

く枠組みとしてヴィゴツキーの精神発達理論の中でも即白―対他ー対自という3段階の学

習過程を位置づけ、その理論的説明の可能性を論じ、この後の章の授業分析と解釈のため

の理論枠組みを提示している。

  第3章から第6章では、上記の理論的枠組みに基づぃて複数の家庭科の授業実践の分析
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と解釈を行ってい る。第3章では、身近な食材 のーっである玉ねぎに対する認識変化の過

程を調理体験と他 の学習者との間の議論から明らかしている。これまでの家庭科教育の食

生活の授業では、 食事や栄養についての一般的な理解の形成が中心であったが、調理体験

による食材との身 体的関わりを通して対象理解を可能にする授業の創造をメルロ＝ポンテ

イの身体論を援用 しながら論じている。第5章では衣生活の授業実践として、単衣長着（浴

衣）の製作活動を 取り上げているが、従来は製作実習の中では技術指導とその一方的な受

容が中心になりが ちであった授業に代わって、学習者の効果的な製作活動を支えていく認

知モデル（ミチチ ュアモデル）を利用することによって学習者の自主的、意欲的な製作活

動が可能になるこ とを示した。ここで製作という実践的な活動を支えるための認知モデル

の効用を明らかに して、広く教育実践に応用可能な知見を提供している。第6章では、家

庭生活と家族の問 題を一般的な知識レベルではなく、学習者自らにとって家族とは何であ

るか、あるいは自 己と家族との関係をどう考えているのか、その問い直しがグループ討論

の中で生まれてい ることを授業の詳細な会話分析によって明らかにしている。特に、ここ

では学習者自身の 問い直しの活動としての自己内対話に注目し、さらにこの声を相互に他

者が聞き合うこと で学習者の相互影響が生じていることを見出している。これまでの授業

の会話分析では注 目されることのなかった自己内対話を「っぶやき」という外言化とその

相 互 影 響 過 程 と し て 扱 っ て お り 、 分 析 の 新 し い 視 点 を 提 示 し て い る 。

  以上の授業実践 の分析と理論的検討を受けて、第7章では、学習者自らの生活について

の理解を深めてい くことを可能にするものとしての家庭科の学びの全体像を示した。第8

章では、学習者の 生活経験とその意味の捉え直しを促す家庭科の授業の構成と授業実践の

あり方を具体的に 提示している。終章では、家庭科における教科としての独自の役割と意

味を持ち得ることを述べている。

  第3章から終章までの具体的な授業実践の分 析と授業構成のあり方についての検討を通

して、著者は家庭 科という授業では、具体的な生活経験に根ざしながら道具やモノとの関

わりを通した活動 を展開し、その中から生活に結びついた学びをおこなっているという人

間の本源的な学び が実現されていること、そして、この本源的学びが日常の生活経験とい

う狭い範囲を超え て多様な視点から見直され、科学的知識として意味が問い直されている

ことに家庭科とい う教科の重要性とその位置づけがあることを明確にした。この点が本論

文の大きな学問的貢献である。

  残された課題と しては、学習者の理解モデルがどこまで妥当性を持ち得るのか、さらに

他の授業実践で検 証することや、相互作用過程の分析と表現方法についての改善が望まれ

る。また、研究と して取り上げられた授業の達成目標と評価についての検討が十分ではな

いといった課題が上げられる。

  本論文は、家庭 科教育の研究として必ずしも十分に検討されることがなかった学習者の

学習対象やモノと の身体的関わりを通して学習が形成されていく過程や、他者との相互作

用による相互影響 過程による学習の見直しとその深化過程を詳細な授業過程分析から明ら

かにした点で、新 しい家庭科教育とその研究の方向性を示しており高く評価できる。本論

文の研究成果は、今日の家庭科教育の進展に大きく寄与する点で重要な意味を持っている。

  よって著者は、北海道大学博士（教育学）の学位を授与される資格があるものと認める。
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